
小山市総務部危機管理課（庁舎６階）

電話:22‐9869、Fax:22-9816

Ｅメール：d-bousai@city.oyama.tochigi.jp

災害時協力井戸を

募集しています

小山市では、大規模な災害が発生し、水道の供給が停
止したときに、近隣被災者の方々に、井戸水をトイレや
洗濯等に使う生活用水として無償で提供していただく
「災害時協力井戸」の登録を行っています。
災害時には、地域の皆さまの助け合いが必要です。
井戸をお持ちの市民・事業所の皆さまのご協力をお願
いします。

災害時協力井戸の登録申し込みから登録までの流れ

ご協力いただける方は危機管理課までご連絡ください。1

後日、職員がお宅に出向き井戸の状況を確認します。
災害時協力井戸指定申出書にて申込んでいただきます。2

危機管理課で登録処理を行った後、
「小山市災害時協力井戸指定標識」を送付いたします。3

お問合わせ・
登録申込みは



Ｑ.どうして災害時協力井戸が必要？

災害時協力井戸とは

Ａ.災害時の生活用水不足を補うためです。
災害時に水道の供給が止まった場合、飲用水は災害備蓄品や給水車で対応でき

るよう日頃から準備しています。しかし、災害の規模が大きい場合には、トイレ、

洗濯等の生活用水の不足が予想されます。災害時協力井戸は、そのようなときに

皆さんが日頃から使用している井戸を地域で活用していただくものです。

Ｑ.災害時協力井戸の登録要件はありますか？

Ａ.登録要件は次のとおりです。
①小山市内にある井戸で、今後も継続的に使用する井戸であること。

②濁り、臭い等の異常がなく、生活用水として使用に適当であること。

③井戸枠等を備えた安全が認められる井戸であること。

④ポンプやつるべ等の井戸水をくみ上げるための設備があること。

⑤災害時に提供が行えるよう所有者等が適正に管理していること。

 ※ 井戸の維持管理・修繕・水質検査等の費用について、市の補助金はありません。

Ｑ.井戸はどのような用途に使用できる？

Ａ.飲み水以外の生活用水です。
災害時に水道の供給が止まった場合、トイレ、洗濯等、飲み水以外の生活用水に

使用します。

 ※利用にあたっては自己責任となり、所有者が責任を負うものではありません。

Ｑ.井戸水の水質検査をしていないと登録できない？

Ａ.登録できます。
災害協力井戸の水は、飲み水以外の生活用水として使用しますので、飲用のため

の水質検査をしていなくても登録可能です。

Ｑ.電動ポンプを設置している井戸の場合、停電時に
使えなくなるけど？

Ａ.電気復旧後にご協力ください。
所有している井戸のポンプが電動の場合は、電気が復旧した時点で協力をお願

いします。

※災害の状況や井戸の状態を踏まえて、無理のない範囲でご協力をお願いします。
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